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XYZは19･･年...によっに設計されました。そして、国際公認クラスとして・・・・に採用されました.。
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序文
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
XYZ艇体、艇体付加物、リグおよびセールは、計測/管理製造すること

XYZ艇体、艇体付加物、リグおよびセールはクラス規則で言及する、認可された製造者XXX　のみによって製造される。

装備は国際XYZ建造仕様書に準拠するように定められます。そして、ISAFに承認された製造管理システムに従います。

XYZ艇体、艇体付加物、リグおよびセールが製造者を離れた後には、クラス規則のC節の中で許された範囲までのみ変更して良い。

所有者と乗員は、C節の中の規則の遵守は証明プロセスの一部としてチェックされたのではないことを知るべきです。

レース中　装備品の使用を規制する規則は、これらのクラス規則のC節、セーリング装備規則Ⅰ部およびセーリング競技規則に含まれています。

このイントロダクションは単に非公式のバックグランドを提供します。また、適切な国際XYZクラス規則は次のページから始まります。

注:クラスがIHCを許すところで、どのアイテムがIHCの下で生産されるかもしれないかはここで言及されるべきです。

Ｉ章　　 管理
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
A節　　 一般

A.1 　　言語

A.1.1 　クラスの公用語は英語です。また、解釈に関する議論の場合には、英語のテキストを優先するものとする。

A.1.2 　単語「shall」は義務的であり、そして単語「may」は許可である。

A.2 　　略語

A.2.1　 ISAF　国際セーリング連盟

　  　　MNA  ISAF加盟各国協会

        ICA    国際・・・クラス協会

　　  　NCA　国内クラス協会

        ERS   セーリング装備規則

        RRS   セーリング競技規則

　　　　OSR　外洋特別規定

A.3 　　権威

A.3.1　 クラスの国際的な権威はISAFで、これらのクラス規則に関するすべての問題でのICAと協力するものとする。

A.3.2 　ここに含まれているもの、すべてにかかわらず、証明機関には、証明書を取り消しする権限があり、ISAFの要請によりそうしなければならない。

A.4 　　クラスの管理

A.4.1 　 ISAFは、ISAF 加盟各国協会にクラスの管理機能を委任しました。これらのクラス規則に述べられているように、ISAF 加盟各国協会はその機能の一部あるいはすべてを国内クラス協会に委任することができる。

A.4.2  　ISAF加盟各国協会がないか、ISAF加盟各国協会がクラスを管理したくない国々では、国際クラス協会が実行する、クラス規則に述べられた管理、機能を、国内クラス協会に委任することができる。

A.5  　ISAF規則

A.5.1 　これらのクラス規則はセーリング装備規則と共に読まれるものとします。

A.5.2 　ヘッディング以外で、用語が"太字"で印刷されている時はセーリング装備規則中の定義が当てはまります、また、用語が「イタリック体」で印刷される場合、RRSの中の定義が当てはまります。

A.6   　クラス規則　変更

A.6.1 　クラス大会 (RRS 88.1.d　参照) ではISAF規定26.5(f)を適用。　他のすべての大会では、　RRS 86を適用。

A.7 　　クラス規則修正

A.7.1 　これらのクラス規則の修正はISAF規定に従いISAFの承認の対象です。

A.8 　　クラス規則解釈

A.8.1 　クラス規則の解釈はISAF規定に従ってなされるものとします。

A.9 　　国際クラス料金およびISAF製造標識

A.9.1 　有資格艇体製造者は国際クラス料金を支払うものとします。

A.9.2 　ISAFは艇体に対する国際クラス料金を受け取った後に、有資格艇体製造者にISAF製造標識と計測値記入用紙を送ります。

A.10 　セール番号

A.10.1 セール番号はISAF加盟各国協会によって発行されるものとします。

A.10.2  セール番号は「1」からスタートする連続する順に発行されるものとします。

A.11   艇体証明

A.11.1 証明書は次の情報を記録するものとします:

(a) クラス

(b) 証明機関

(c) 証明機関によって発行されたセール番号

(d) 所有者

(e) 艇体の識別(スタンダードクラス規則のガイドを参照)

(f) 建造者／製造者　詳細

(g) 最初の証明書の発行日

(h) 証明書の発行日

A.12   最初の艇体証明

A.12.1 証明書は、以前に証明されていない艇体への発行であること:、

(a) 証明の管理は、適切な資料を作成する公式計測員によって実行されるものとします。

(b) 資料作成、証明の料金、必要であれば、証明機関へ送られるものとします。

(c) 十分に完成した資料および証明料金の受取次第、必要であれば、証明機関は証明書を発行してよい。

A.13    証明書の有効性

A.13.1  艇体証明書は以下(a--e)により無効になります:

(a)  A.11の下に求められる艇体証明書に記録された、いかなる項目、への変更。

(b) 有効期限日

(c) 証明機関による撤回、

(d) 新しい証明書の発行、

A.14    艇体再証明

A.14.1 証明機関は、以前に証明された艇体への証明書を出してもよい:

(a) A.13.1(a)または（ｂ）の下で無効にされる場合、（古い証明書の受領後そして、証明費用要求さたとき）

(b) A.13.1(c)の下での決定により無効にされたとき。

(c) A.12の中の手続きの適用による他の場合。

A.15 　　証明資料管理の維持

A.15.1 　証明機関は以下のことをするものとする:

(a) 現在の証明書の根拠となるオリジナルの資料管理の維持する。

(b) 艇体が輸出される場合は、リクエストに際して新しい証明機関へこの資料管理を移す。

B節 　 艇資格

艇がレース参加の資格を有するためには、このセクション中の規則に従うものとする。

B.1 　　クラス規則および証明

B.1.1 　艇は以下のことをするものとする:

(a) クラス規則に従う。

(b) 有効な艇体証明書を有する。

(c) 有効な証明マークを定められたようにしておく。

B.2 　　フローテーション・チェック

B.2.1 　艇体証明書は満足なフロ－テーション・チェッ確認を記載する。

B.2.2 　レース委員会は、艇が付則に従ってフロ－テーション試験を通過するものと、定めることができる...

B.3 　　クラス協会マーキング

B.3.1 　有効なクラス協会ステッカーは、国内クラス協会または国際クラス協会によって定められた場合、艇体の目立つ位置に貼る。

あるいは

B.3.1　 有効なクラス協会ステッカーは、国内クラス協会または国際クラス協会によって定められた場合、艇体証明書に添付されるものとします。

B.3.2 　セールはクラス協会セール・ラベルを付ける。

II章 　 必要条件と制限

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

乗員と艇が　レースをする場合に、II章の規則に従わなければならない。矛盾がある場合には、C節が優先する。

II章の中の規則は特定クラス規則です。証明の管理および装備品検査は、この章の中で変えられた場合以外、セーリング装備規則に従い実行する。

(本文「II章の規則は、特定クラス規則である」は、II章のすべての節が特定クラス規則である場合に使用される。そうでなければ、その節の中の規則が「特定クラス規則」あるいは「オープンクラス規則」ということを各セクションではっきり記載するべきです。

C節　レース状態

C.1　　 一般

C.1.1　 規則

(a) RRS...適用しないものとする。

(b) RRS...以下のように変更される:...。

(c) セーリング装備規則Ⅰ部 - 装備の使用は適用する。

(d) セーリング装備規則...以下のように変更される:...。

C.2 　乗員

C.2.1 　制限

(a)　乗員は...人から成るものとする。

(b)　乗組員は大会期間中...を通して代われないものとする、でないならば...。

(c) 年齢...。

(d)

C.2.2 　重量

	最小　　　　　　最大


	下着を着た乗員の総重量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.kg　　　　　　..kg



	


C.3 　　個人用装備

C.　　　3.1 義務

(a) 艇は、最低基準　EN 393:1995(CE 50ニュートン)の各乗組員のための個人用浮力体を装備しなければならない、あるいはUSCGタイプIII、あるいはAUS PFD 1。(領域によりブルー・アイテムをチェックする必要があります。)

あるいは

(a) 艇は、ISAFの外洋委員会　特別規定カテゴリーIVの最低基準の装備をする。

(b)

C.3.2 　オプション

(a)　ハイキング・ハーネス。重量は...　kgを超過しないものとする。

(b) トラピーズハーネス。重量は...　kgを超過しないものとする。

(c)

C.3.3 総重量

着用された装備品の総重量は...　kgを超過しないものとする。

C.4 　広告

C.4.1　 制限

広告は、ISAF広告規定のカテゴリーCに従ってのみ表示されるものとする。

C.5 　携帯用機器

C.5.1　義務
(a)使用について
(1) 安全装備...

(2) 片手あか汲み　あるいはバケツ

(3) 重量　kg...以上で、長さ...m以上　直径...mm以上のライン付き、アンカー　１つ

(4)

(b) 使用禁止
(1) 最小長さ...m　直径...mm　以上の曳航策。

(2) 最小長さ...mm　最小翼面積...平方ｍ　のパドル

(3) 船外機

(4)

C.5.２　オプション
(a)使用について

(1) 電機または機械的なトリム装置

(2) 1つの磁気コンパス

(3) 係船索

(4)飲料水ボトルホルダー
(5)ウインドインジケーター

(6)その他

(b) 使用禁

(1) 電波航法装置

(2) 船外機

(3)

C.6 艇

C.6.1 寸法　　
	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　mm　　　　　　　mm


C.6.2 重量

	最小　　　　　　　　最大

	　乾燥した状態の艇の重量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.kg　　　　　　　kg


重量はセールおよびC.5にリストされるようなすべての携帯用機器を除いたものとする。　　　　　

C.6.3 補正おもり

(a).艇体重量が最小の必要条件未満である場合、補正おもり...は永久的に...に固定されるものとする。

(b) その補正おもりの全重量は...kg超過しないものとする。さらに規則A.16.4およびB.1.1を参照。

(c)

C.6.4 フローテーション

(a) 艇体は完全にデッキが貼られ、かつ、また　浮力があるものとする。

(b) 完全にデッキが貼られた艇体は、ISO 11812およびISO 12216に準拠する。

(c) 浮力は　ISO 12217-3　および、Cに準拠する。

(d) 浮力としてのエア・タンクを持った艇体は、テストまたは計算によって、さらにISO 12217-3付属書Dに準拠する：最大のエア・タンクは浮力として含まないものとする。

C.7 艇体

C.7.1 修正、メンテナンスおよび修理

(a)

C.7.2 艤装品

(a) 使用

(1) インスペクションホール・カバー及び排水プラグは適所に常時取り付けておく。

(2)

C.7.3 制限

(a)

C.8 艇体付加物

C.8.1 修正、メンテナンスおよび修理

(a)

C.8.2 艤装品

(a) 使用

(1)

C.8.3 制限

(a) 艇体付加物が紛失あるいは修理不能な破損をした場合以外は1つのセンターボード/キールおよび1枚の舵板だけ大会期間中...を通して使用する、

(b)

C.8.4 キール/センターボード

(a) 寸法

	最小 　　　　　　　最大　　

	艇体の底(船底)部からの最大突き出し　　　　　　　　　　　　　　　　　mm　　　　　　　mm　


 (b) 使用

（1) キールは降ろして固定する。

（2)

C.8.5 ラダー

(a) 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　mm　　　　　　　mm


(b) 使用

(1) 舵板は完全に降ろした位置にする。しかしながら、浅い水面で帆走するレースのために、帆走指示書は、この規則を適用しないものとする規定することができる。

(2)

C.9 リグ

C.9.1 修正、メンテナンスおよび修理

(a)

C.9.2 艤装品

(a) 使用

(1)

C.9.3 制限

(a) アイテム（スパー、リギン）が紛失あるいは修理不能な破損をした場合以外は1セットのスパーとスタンディングリギンだけ使用する。

(b)

C.9.4 マスト

(a) 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	 スパーの前面とデッキ上面との交点     　　　　　　　　　　　　　　　　mm　　　　　　　　mm


(b) 使用

（1) スパーは、ヒールが　...mm.　以上移動しない方法でマストステップに立てる。

(2)

C.9.5 ブーム

(a) 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	 リミット・マークの幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mm　　　　　　――

	ブームの外側の点の距離　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mm


(b) 使用

(1) ブーム・スパーがマスト・スパーに９０度の時、マスト・スパーの後縁およびブーム・スパーのトップ（必要に応じてそれぞれ延長する）との交点は、マストの下部リミット・マークの上部の縁より下ではいけない。

(2)

C.9.6 スピネーカ・ポール/収納式バウスプリット

(a) 使用

(1)

C.9.7 スタンディング リギン

(a) 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	フォアートライアングル・ ベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mm　　   　　 mm

	フォアートライアングル/フォアステイの高さ                                mm　　   　　mm


 (b) 使用

(1) リギン・リンクとリギン・スクリューは調節できない。

(2)

C.9.8 ランニングリギン

(a) 使用

(1) メイン・セール・シートは...　　　リードする。

（2) ヘッド・セール・シートは...　　　リードする。

(3) スピネーカー・シートおよびガイは...　　　リードする。

(4) スピネーカ・ポールのトッピング・リフトは...　　　リードする。

(5) スピネーカ・ポールのフォアー・ガイは...　　　リードする。

(6) バウスプリットのセットおよび収納用ラインは...　　　リードする。

(7) キッキング・ストラップは...　　　リードする。

(8) メイン・セールのクリュー・アウトホールは...　　　リードする。

(9) メイン・セールのカニンガム・コントロールは...　　　リードする。

(10)

C.10 セール

C.10.1 修正、メンテナンスおよび修理

(a) セールはクラス規則によって可能な方法以外どんな方法でも改造できない。

(b) ...　のような定期的なメンテナンスは、再計測および再証明なしで許可される。

(c)

C.10.2 制限

(a)メイン・セール...枚、ジブ ...枚、＃１ジェノアジブ...枚、　＃２ジェノアジブ ...枚、
ジェネカー...枚、スピネーカー...枚　以下を搭載できる。

(b)大会期間中を通し紛失あるいは修理不能な破損をした場合以外は、メイン・セール...枚、ジブ ...枚、＃１ジェノアジブ...枚、　＃２ジェノアジブ ...枚、ジェネカー...枚、スピネーカー...枚　以下を使用する。

(c)

C.10.3 メインセール

(a) 識別

国を示す文字とセール番号は、クラス規則で規定されている場合以外、RRSに従わなければならない。(付則Gでカバーされ、そのために、証明書の管理に関してチェックされる場合には含まれていないこと)

(b) 使用

(1) セールはハリヤードで上げる。その装置は海上で、セールの上げ下ろし、可能とするもの。

(2) マスト・スパーに90°で展開された、セールの目視できる最も高い点はマスト上部リミット・マークの下縁よりも上にセットしてはならない。

リーチとブーム・スパーのトップとの交点、（必要に応じてそれぞれ延長する）は、ブームの外側リミット・マークの前縁より後ろにないものとする。

(3) ラフとフットのボルト・ロープはスパーのグルーブあるいはトラックの内にあるものとする。

(4)

C.10.4 ジブ

(a) 使用

(1)

C.10.5 ジェノア

(a) 識別

セール番号は、クラス規則で規定されている場合以外、RRSに従わなければならない。(付則Gでカバーされ、そのために、証明書の管理に関してチェックされる場合には含まれていないこと。ジェノアがRRSに記述されるようなマストをオーバーラップする場合に限り使用。）

(b) 使用

(1)

C.10.6 ジェネカー

(a) 識別

セール番号は、クラス規則で規定されている場合以外、RRSに従わなければならない。(付則Gでカバーされ、そのために、証明書の管理に関してチェックされる場合には含まれていないこと。ジェネカーがRRSに記述されるようなマストをオーバーラップする場合に限り使用。）

(b) 使用

(1)

C.10.6 スピネーカー

(a) 識別

セール番号は、クラス規則で規定されている場合以外、RRSに従わなければならない。(付則Gでカバーされ、そのために、証明書の管理に関してチェックされる場合には含まれていないこと。）

(b) 使用

(1)

D節　 艇体

D.1 　部品
D.1.1 義務

(a) 船殻

(b) デッキ

(c) 浮力タンク

(d) ガンネル防舷材

(e) 隔壁

(f) スヲート
(g)

D.1.2 オプション

(a) 隔壁

(b) スヲート

(c)

D.2 一般

D.2.1 規則

(a) 艇体は最初の証明の時に有効なクラス規則に従うものとする。

(b)

D.2.2 証明

規則A.13を参照。

D.2.3 修正、メンテナンスおよび修理

(a) 船殻、デッキ、隔壁、ダブル・ボトム。...および...はクラス規則によって可能な方法以外どんな方法でも改造できない。

(b) 艤装品取り付けのために必要以上大きくない穴、またラインを通す穴はあけて良い。

(c) 塗装や研磨、のような定期的保守は、再計測および再証明なしでも可能。

(d)いかなる、艇体・モールドも(d) D.2.3(c)記述されている以外の方法により修復された場合、公式計測員は、外形、形状が証明書にある修理以前と同じで、修理による結果　実質的強度、やその他アドバンテージを得ていないことを確認する。

D.2.4 定義

(a) 艇体の基点

艇体の基点は...。

(b)

D.2.5 識別

(a) 艇体にはISAFプラークを、永久的に...に固定する。

(b)

D.2.6 建造者

(a) 艇体、ISAFによって許可された製造者によって建造する。

(b) すべてのモールドはISAFによって承認されなければならない。

(c)

D.3 船殻

D.3.1 材料

(a) 船殻は...で製造する。

(b)

D.3.2 構造

(a)

D.4 デッキ

D.4.1 材料

(a) デッキは...で製造する。

(b)

D.4.2 構造

(a)

D.5 浮力タンク

D.5.1 構造

(a) 浮力体装備品は...を装備する。

(b)

D.6 ガンネルおよび防舷材

D.6.1 材料

(a) 防舷材は、 ... とする。

(b)

D.6.2 構造

(a) 防舷材は各ガンネル上で切れ目がないこと。

(b)

D.7 隔壁

D.7.1 材料

(a)

D.7.2 構造

(a)

D.8 スヲート

D.8.1 材料

(a)

D.8.2 構造

(a)

D.9 組み立てられた艇体

D.9.1 艤装品

(a) 義務

次の艤装品は計測見取り図に従って配置するものとする:

(1) 船首頭部艤装品

(2) フォアステー艤装品

(3) シュラウド・プレート

(4) ヘッド・セール・トラック

(5) 1人の旅行者とのメインシート・トラック

(6) マストステップ

(7)

(b) オプション

(1) ハリヤード・ウィンチあるいはテンショナー

(2) メイン・セール・シート・ブロック、フェアリーダーおよびクリート

(3) メイン・セール・カニンガム・ブロック、フェアリーダーおよびクリート

(4)最大 ... ヘッド・セール・シート・ウィンチ　

(5) ヘッド・セール・シート・ブロック、フェアリーダーおよびクリート

(6) ヘッド・セール・カニンガム・ブロック、フェアリーダーおよびクリート

(7) ヘッド・セール・バーバーホウラー・フェアリーダー、ブロックおよびクリート

(8) スピネーカー・シートおよびガイ・フェアリーダー、ブロックとクリート

(9) スピネーカー・バーバーホウラー・フェアリーダー、ブロックおよびクリート

(10) ティラー・ロック

(11) 船外に伸びることがないトーストラップ

(12) デッキ上の/取っ手

     (13) パドル、スピネーカ・ポール、セール・バッグおよび他の装備品用の積み込みクリップ

(14) 各浮力体タンクに、浮力体タンクの防水性を維持し、偶然外れることが防止できるカバーを備えた。点検孔1つ、

(15) 浮力体タンクに、浮力体タンクの防水性を維持し、偶然外れることが防止できるプラグを備えた排水孔。

(16) 船殻あるいはデッキをから放出するビルジポンプ

(17) 磁気コンパス

(18) 音響測深器

(19) コックピット・カバーおよび(または)テント用のデッキ・クリップ

(20)

D.9.2 寸法

キール・ラインはトランサムから、船殻のステムと艇体中心断面と交差するラインとする。セクションは、垂直のものとし、以下の位置での横断面：

セクション1：D.2.3に定義される船体の基点から...mm

セクション2：D.2.3に定義される船体の基点から...mm、その他

基準線は：以下の垂直距離での艇体中心断面上とする

D.2.3に定義される船体の基点で:船殻セクション...において船殻から...mm

	最小 　　　　　　　　最大

	艇の長さ　　　　　　                      　　　　　　　　　　    　    mm　　  　     　mm

	基準線から船殻の下側への垂直の距離                                      　　       　　 

	セクション...で..　　　　　　　                      　　　　　　　　　　 mm　　   　    　mm

	セクション...で..　                                                       mm　　  　     　mm 　　       　　  

	基準線からキールの下側への垂直の距離                                    　　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	セクション...で                                                          mm　　  　       mm　　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	シアーラインの防舷材および艤装を含め無い艇体のビーム                            　　  　       　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	セクション...で                                                          mm　　  　       mm　　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	セクション...で                                                          mm　　  　       mm　　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	セクション...で                                                          mm　　  　       mm　　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	D.2.3に定義されるような船体の基点から前後方向の距離                                  　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	キール後縁と艇体の交点                                                  mm　　  　       mm　

	デッキのマスト・スパー穴の後部の点まで                                   mm　　  　       mm

	マスト・スパー穴の前後寸法                                              mm　　  　       mm

	フォアステー取り付け穴の中心から艇体全縁までの水平距離                  mm　　  　       mm

	D.2.3に定義される船体の基点からシュラウド・プレート穴の中心までの前後方向の距離

	mm　　  　       mm

	シュラウド・プレート穴の中心間の距離                                     mm　　  　       mm

	ガンネル防舷材　　　深さ                                                mm　　  　       mm　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	ガンネル防舷材　　　幅　                                                mm　　  　       mm　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	トランサムからステムヘッドの艤装品を含めない艇体前縁までの距離　        mm　　  　       mm　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　

	マストステップの全体の高さ　　　　　　　                      　　  　　mm　　  　       mm　　　　　　　　

	メインシート・トラック;長さ　　　　　　　                      　　　　  mm　　  　       mm　　　　　　　　

	メインシート・トラック;上面までの垂直の高さ                              mm　　  　       mm  

	ヘッド・セール・トラックの長さ                                           mm　　  　       mm

	浮力体タンク・インスペクションホールの内径　　　　　　　　　　　　　　　mm　　  　       

	浮力体タンク排水孔の内径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mm　


　　　　　　　                      　　　　　　　　　　　　
D.9.3 重量

	最小 　　　　　　　　最大

	艇体の質量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　 kg　　  　       kg


D.9.4 艇体の補正おもり

(a)

E 節　艇体付加物

E.1 部品

E.1.1 義務

(a) キール/センターボード

(b) ラダー

(c)

E.1.2 オプション

(a) トリム・タブ

(b)

E.2 一般

E.2.1 規則

(a) 艇体付加物は証明の時に有効なクラス規則に従わなければならない。

(キールの場合には、通常、艇体の最初の証明の時に有効なクラス規則を当てはめる-E.3.1(a)を参照。)

(b)

E.2.2 修正、メンテナンスおよび修理

(a) 艇体付加物はクラス規則によって可能な方法以外どんな方法でも改造してはならない。

(c) ...のような定期的保守は、再計測および再証明なしでも可能。

E.2.3 証明

(a) 公式計測員は艇体付加物を証明するものとし、証明マークに署名し、日付をつけるものとする。

(b) ISAF・インハウス（当該製造者）証明ガイドライン従ってそのメーカーによって作られた艇体付加物を計測、証明するために、ISAF加盟各国協会は、メーカーの1人もしくはそれ以上の人を任命することができる。

(あるいは、以下　E.3.2とE.4.2のように、異なる証明手続きが異なる艇体付加物に使用されるべきときの証明を行う。)

(c)

E.2.3 定義

(a)

E.2.4 　製造者

(a) 艇体付加物はISAFによって許可された製造者によって作られるものとします。

(b)

E.3 キール/センターボード

E.3.1 規則

(a) キールは、艇体の最初の証明の時に有効なクラス規則に従うものとします。

あるいは

(a) センターボードは証明の時に有効なクラス規則に従うものとします。

(b)

E.3.2 証明

(a) 公式計測員はセンターボードを証明するものとし、証明マークに署名し、日付をつけるものとする。

E.3.3 定義

(a)

E.3.4 製造者

(a) 製造者はISAFによって許可されるものとする。

(b)

E.3.5 材料

(a) キール/センターボードは... .　で作られていること。

(b) キール/センターボードは... .   カバーすること。

(c)

E.3.6 構造

(a) キール/センターボードはISAFによって承認されたパターンから製造されるものとする。

(b)

E.3.7 艤装品

(a) 義務

(1)

(b) オプション

(1)

E.3.8 寸法　　

	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　　　mm　　  　     mm


E.3.9 重量　　
	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　       　 kg　　  　       kg


E.4 舵板、蛇軸およびティラー

E.4.1 規則

(a) 舵板は証明の時に有効なクラス規則に従うものとする。

(b)

E.4.2 証明

(a) 公式計測員は舵板を証明するものとし、証明マークに署名し、日付をつけるものとする。

E.4.3 定義

(a)

E.4.4 製造者

(a) 製造者はISAFによって許可されるものとする。

(b)

E.4.5 材料

(a) 舵板は... .作られていること

(b) 舵軸は... .作られていること

(c) ティラーは... .作られていること

(d)

E.4.6 構造

(a) 舵板はISAFによって承認されたモールドで製造されるものとする。

(b)

E.4.7 艤装品

(a) 義務

(1)

(b) オプション

(1)

E.4.8　寸法　　
	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　　　mm　　  　        mm


E.4.9 　重量　　
	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　       　 kg　　  　       kg


F節　リグ

F.1 　部品

F.1.1 義務

(a) マスト

(b) ブーム

(c) スタンディングリギン

(d) ランニングリギン

(e)

F.1.2 オプション

(a) スピネーカ・ポール

(b) バウスプリット

(c)

F.2 一般

F.2.1 規則

(a) スパーとそれらの艤装は、スパーの証明の時に有効なクラス規則に従うものとする。

(b) スタンディングリギンとランニングリギンはクラス規則に従うものとする。

(c)

F.2.2 修正、メンテナンスおよび修理

(a) スパーはクラス規則によって可能な方法以外どんな方法でも改造してはならない。

(ｂ) ...のような定期的保守は、再計測および再証明なしでも可能。

F.2.3 証明

(a) 公式計測員はスパーを証明するものとし、証明マークに署名し、日付をつけるものとする。

(b) スタンディングリギンおよびランニングリギンの証明は必要としない。

(c)

F.2.4 定義

(a) マストの基点

マストの基点は...　とする

(b)

F.2.5 製造者
 (a) ライセンスは必要としない。

(b)

F.3 マスト

F.3.1 材料

(a) スパーは....で作られていること

(b)

F.3.2 構造

(a) スパー素管は、固定のセール・グルーブまたはトラック（一体式、または　一体でない物）を含めて同一の材料で作られていること。
(b)

F.3.3 艤装品

(a) 義務

(1) マストヘッド義送品

(2) シュラウド・タング

(3) 1セットの固定スプレッダー

(4) メイン・セール・ハリヤード・シーブ・ボックス

(5) ヘッド・セール・ハリヤード・シーブ・ボックス

(6) スピネーカー・ハリヤード・シーブ・ボックス

(7) スピネーカ・ポール　艤装品

(8) 取り付け具付き　スピネーカ・ポール・リフト・ブロック

(9) 取り付け具付き　スピネーカ・ポール・ダウンホールライン・ブロック

(10) グーズネック

(11) キッキング・ストラップ　取り付け具

(12) ハリヤード用の...シーブ付きヒール義送品

(13)

(b) オプション

(1) 機械的な風向計１つ

(2) コンパス・ブラケット

(3)

F.3.5 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	マスト長さ　　　　　　　　　　　　　　　　                     　　　mm　　  　        mm

	マスト・スパーの曲がり　　　　　　　　　　　　                 　　　-　　  　           mm

	あるいは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　  　       

	F.2.3に定義される　マストの基点から ... mmでのマスト・スパーの曲がり

　　  　        mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　

	F.2.3に定義される　マストの基点から ... mmで　... kg加重した時のマスト・スパーのたわみ  

前後方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   mm　　  　        mm

横方向　　　                                                         mm　　  　        mm

	マスト・スパー断面、...と..との間で　　　　
前後方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   mm　　  　        mm

横方向　　　                                                         mm　　  　        mm前　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　　　

	マスト・リミット・マーク幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mm　　  　        mm

	下部の点の高さ　(下部の点がマストの基点である場合必要でない。)                           mm

	上部の点の高さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           -   　　         　 mm

	下部の点から上部の点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　-　  　             mm

	フォアステー高さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           mm　　  　        mm

	シュラウド高さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             mm　　  　        mm

	スピネーカ・ポール艤装品:

高さ                                                                 mm　　  　        mm
突き出し                                                             mm　　  　        mm

	スピネーカー引き上げ高さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   mm　　  　        mm                   　　　

	スプレッダー;　
 長さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mm　　  　        mm

高さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        mm　　  　        mm　　　  　        

	F.2.3に定義されるようなマストの基点から、セーリング装備規則H.3.6に記述されるような状態の重心までの距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mm　               -


F.3.16 重量

	最小 　　　　　　　　最大

	マスト質量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　  kg　　  　     kg


F.4 ブーム

F.4.1 材料

(a) スパーは...で作られていること。

(b) 許された表面フィニッシュは... .であること。

F.4.2 構造

(a) スパー素管は、固定のセール・グルーグまたはトラック（一体式、または　一体でない物）を含めて同一の材料で作られていること。

(b)

F.4.3 艤装品

(a) 義務

(1) 取付具付きのシングル・シーブ・メインシート・ブロック2個

(2) クリュー・アウトホール・ブロックおよび取付具

(3) キッキング・ストラップ艤装品

(4) グーズネック取付具

(5)

(b) オプション

(1) メインシート・ブロックのためのワイヤー・ストロープ2個以下

(2) スピネーカ・ポール　収納艤装品

(3)

F.4.5 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	ブーム・スパーの曲がり　　　　　                                     -　　  　           mm

	あるいは　　　　　　　　　　　　　                 　　　

	外側リミット・マークから...mmでのブーム・スパーの曲がり              -　　  　           mm

	...で　... kg加重した時のブーム・スパーのたわみ

垂直　                                                             mm　　  　        mm

横軸　                                                             mm　　  　        mm

	ブーム・スパー断面、...と..との間で;

垂直　                                                             mm　　  　        mm

横軸　                                                             mm　　  　        mm　


F.4.16 重量

	最小 　　　　　　　　最大

	ブームの質量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　 kg　　  　         kg


F.5 スピネーカ・ポール

F.5.1 製造者

(a) 製造者はオプション。

(b)

F.5.2 材料

(a) スパーは...で作られていること。

(b)

F.5.3 構造

(a)

F.5.4 艤装品

(a) 艤装品はオプション。

(b)

F.5.5 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	...と... の間のスピネーカ・ポール・スパーの断面                         mm　　  　         mm　　  　     

	スピネーカ・ポール長さ                                               mm　　  　         mm


F.5.6 重量

	最小 　　　　　　　　最大

	スピネーカ・ポール質量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          kg　　  　         kg


F.6 バウスプリット

F.6.1 製造者

(a) メーカーはオプション。

(b)

F.6.2 材料

(a) スパーは...で作られていること。

(b)

F.6.3 構造

(a)

F.6.4 艤装品

(a) 艤装品はオプション。

(b)

F.6.6 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	...と... の間のバウスプリット・スパーの断面　.                         mm　　  　          mm　　  　     

	バウスプリットの点の距離                                            mm　　  　          mm


F.6.7 重量

	最小 　　　　　　　　最大

	バウスプリットの質量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　  　     　     kg


F.7 スタンディング リギン

F.7.1 材料

(a) スタンディング・リギンはステンレス鋼で作られていること。

(b)

F.7.2 構造

(a) 義務

(1) ... x... のフェアリングされていないワイヤーのフォアステー

 (1) ... x... のフェアリングされていないワイヤーのシュラウド

(1) ... x... のフェアリングされていないワイヤーのバックステー

(4)

(b) オプション

(1)

F.7.3 艤装品

(a) 義務

(1) フォアステー・リギン・リンク

(2) シュラウド・リギン・スクリュー

(3) バックステー...

(4)

(b) オプション

(1)

F.7.4 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	...から...までのフォアステー長さ                                       -　  　              mm　　  　             　  　        　  　     

	フォアステー直径                                                    mm　　  　           mm

	...から...までのシュラウド長さ                                         -　　  　             mm

	シュラウド直径                                            　　  　  mm 　                mm

	...から...までのバックステー長さ                                       -　　  　             mm

	バックステー直径                                                    mm　　  　           mm


F.7.5 重量

	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          kg　　  　         kg


F.8 ランニングリギン

F.8.1 材料

(a) 材料はオプション。

(b)

F.8.2 構造

(a) 義務

(1) メイン・セール・ハリヤード

(2) メイン・セール・シート

(3) キッキング・ストラップ

(4) ヘッド・セール・ハリヤード

(5) ヘッド・セール・シート

(6) スピネーカー・ハリヤード

(7) スピネーカー・シートおよびガイ

(8) スピネーカ・ポール・リフトおよびダウンホール

(9) バウスプリットセットおよび収納ライン

(10)

(b) オプション

(1) メイン・セール・カニンガム・ライン

(2) メイン・セール・アウトホール

(3) ヘッド・セール・カニンガム・ライン

(4) 一方向にのみにシーティング・アングルを修正することができるシングル・ラインのヘッド・セール・バーバーホウラー

(5) 一方向にのみにシーティング・アングルを修正することができるシングル・ラインのスピネーカー・バーバーホウラー

(6)

F.8.3 艤装品

(a) 義務

(1)

(b) オプション

(1) 各ヘッド・セール・バーバーホウラーを通す1つのブロックまたはアイ

(2) 各スピネーカー・バーバーホウラーを通す1つのブロックまたはアイ

(3)

F.8.4 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	                                                                    mm　　  　          mm　　  　     


F.8.5 重量

	最小 　　　　　　　　最大

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          kg　　  　         kg


G節　 セール

G.1 部品
G.1.1 義務

(a) メイン・セール

(b) ヘッド・セール

(c)

G.1.2 オプション

(a) スピネーカー

(b) ジェネカー

(c)

G.2 一般

G.2.1 規則

(a) セールは、証明の時に有効なクラス規則に従うものとする。

G.2.2 証明

(a) 公式計測員は、メイン・セールとヘッド・セールのタック及びスピネーカーのヘッドに、証明マークに署名し、日付をつけて証明する。

(b)ISAF・インハウス（当該製造者）証明ガイドライン従ってそのメーカーによって作られたセールを計測、証明するために、ISAF加盟各国協会は、メーカーの1人もしくはそれ以上の人を任命することができる。 

G.2.3 定義

(a)

G.2.4 セール・メーカー

(a) ライセンスは必要としない。

(b) セールの本体の重量は、　g／ｍ２　で、日付および、署名またはスタンプとともに　ヘッドの点の近にセールメーカーによって消えないようにマークされること。

G.3 メインセール

G.3.1 識別

(a) クラス記章は、...中に含まれる見取り図の中で詳述される寸法および必要条件に一致するものとし、そして、...中に含まれる見取り図に従って配置すること。

(b)

G.3.2 材料

(a) プライの繊維は....で作られていること

(b) スティフニングは...で作られていること

(1) コーナーボード...

(2) バテン.... 

(c) セールの補強は....で作られていること

G.3.3 構造

(a) 構造は：ソフト・セール、シングル・プライ・セールとする

(b) セールの本体は、全体にわたり、同じ織物のプライで作られていること。

(c) セールはリーチに...バテン・ポケットを付けてよい。

(d) セールは、ラフに隣接している2点とリーチに隣接している2点そしてセールの本体中の4つの対応点の　スラブ・リーフによってリーフすることができるように造られていること。

(e) 下記は許されます:

縫い合わせ、糊付け、テープ、ボルト・ロープ、コーナー・アイ、ヘッド・ボード固着、カニンガム・アイあるいはプーリー、バテン・ポケット・パッチ、バテン・ポケット・ゴム、バテン・ポケット・エンドキャップ、マスト及びブーム・スライド、リーチ・ラインとクリート、ウインドウ一つ、テル・テール、セール・シェイプ・インジケーター・ストライプ、及び他の適用規則によって可能になるか規定されるような備品。

(f) リーチは、以下のものの間の直線より後部に伸びないものとする:

(1) ヘッドの後方点とリーチの交点から最も近いバテン・ポケットの上部の端、

(2) リーチとバテン・ポケットの下縁交点から、隣接する下部バテン・ポケットの上部の端、

(3) クリューの点とリーチの交点から最も近いバテン・ポケットの下縁。

G.3.4 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	リーチ長さ                                                          mm　　  　          mm                                      　  　             　  　        　  　     

	4分の1幅                                                          mm　　  　           mm

	2分の1幅                                                          mm　　  　           mm 

	4分の３幅                                                　　  　  mm 　                mm

	ヘッドの点から...mmの上部リーチの点での上部の幅                    mm　　  　           mm

	トップの幅                                                           -　　  　             mm  　　  　           

	セールの本体のプライの質量                                           g/m2　　  　          

	一次補強                                                             -　　  　            mm

	二次補強:　　  　           

	セール・コーナー計測点から                                          - 　　  　           mm

	  フラッター・パッチ                                                 -　　  　            mm

	  チェーフィグ・パッチ                                               -　　  　            mm

	  バテン・ポケット・パッチ                                           -　　  　            mm

	  ラフあるいはリーチに隣接したリーフ・ポイント                       -　　  　            mm

	テーブリングの幅                                                     -　　  　            mm

	クリューの点からフット・ボルト・ロープまでの距離                     -  　  　            mm

	タックの点からフット・ボルト・ロープまでの距離                       -　　  　            mm

	シームの幅                                                           -　　  　            mm

	ウインドウの面積                                                     -　　  　             m2

	ウインドウからセールの縁                                             -　　  　            mm

	ヘッドの点からのヘッド・ボードの延長線                   　　  　                         mm


	最小 　　　　　　　　最大

	バテン・ポケット長さ:                                            

最上部および最下部のポケット:
内側　                                                            -　　  　            mm

外側                                                              -　　  　            mm

	   中間のポケット:

内側　                                                            -　　  　            mm

外側                                                              -　　  　            mm                               

	バテン・ポケットの幅:

内側　                                                            -　　  　            mm

外側                                                              -　　  　            mm

	ヘッドの点とリーチの交点から最上部のバテン・ポケット中心線まで       -　　  　            mm

	ヘッドの点とラフの交点から最上部のバテン・ポケット中心線まで         -　　  　            mm

	クリューの点とリーチの交点から最下部のバテン・ポケット中心線まで     -　　  　            mm


G.4 ヘッドセール

G.4.1 材料

(a) プライの繊維は....で作られていること   

(b) スティフニングは...で作られていること

(1) コーナーボード...

(2) バテン.... 

(c) セールの補強は....で作られていること

G.4.2 構造

(a) 構造は：ソフト・セール、シングル・プライ・セールとする 

(b) セールの本体は、全体にわたり、同じ織物のプライで作られていること。

(c) ヘッド・セールはリーチに...バテン・ポケットを付けてよい。

(d) リーチは　後部のヘッドの点からクリューの点までの直線を超えて延長してはならない
(e) 以下は許されます:

縫い合わせ、糊付け、テープ、ボルト・ロープ、コーナー・アイ、ヘッド・ボード固着、カニンガム・アイあるいはプーリー、バテン・ポケット・パッチ、バテン・ポケット・ゴム、バテン・ポケット・エンドキャップ、マスト及びブーム・スライド、リーチ・ラインとクリート、ウインドウ一つ、テル・テール、セール・シェイプ・インジケーター・ストライプ、及び他の適用規則によって可能になるか規定されるような備品。

G.4.3 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	ラフの長さ                                                          mm　　  　          mm                                      　  　             　  　        　  　     

	リーチの長さ                                                        mm　　  　           mm

	最小 　　　　　　　　最大

	フットの長さ                                               　　 　  mm 　                mm

	フット・メディアン                                                  mm　　  　           mm

	2分の1幅                                                          mm　　  　           mm  　　  　           

	トップの幅                                                          mm　　  　           mm  　　  　           

	フット・イレギュラリティー                                          mm　　  　           mm

	セールの本体のプライの質量                                           g/m2　　  　          -

	一次補強                                                             -　　  　            mm

	二次補強:                                                                                 　  　           

	セール・コーナー計測点から                                          - 　　  　           mm

	  フラッター・パッチ                                                 -　　  　            mm

	  チェーフィグ・パッチ                                               -　　  　            mm

	  バテン・ポケット・パッチ                                           -　　  　            mm

	テーブリングの幅                                                     -　　  　            mm

	シームの幅                                                           -　　  　            mm

	ウインドウの面積                                                     -　　  　             m2

	ウインドウからセールの縁                                             -　　  　            mm

	バテン・ポケット長さ:                                            

内側　                                                            -　　  　            mm

外側                                                              -　　  　            mm

	バテン・ポケットの幅:

内側　                                                            -　　  　            mm

外側                                                              -　　  　            mm

	ヘッドの点とリーチの交点から最上部のバテン・ポケット中心線まで       -　　  　            mm

	クリューの点とリーチの交点から最上部のバテン・ポケット中心線まで     -　　  　            mm


G.5 ジェネカー

G.5.1 材料

(a) プライの繊維は....で作られていること    

(b)セールの補強は....で作られていること

G.5.2 構造

(a) 構造は：ソフト・セール、シングル・プライ・セールとする 

(b) セールの本体は、全体にわたり、同じ織物のプライで作られていること。

(c)以下は許されます:

縫い合わせ、糊付け、テープ、回収用ラインのアイ、テル・テール、及び他の適用規則によって可能になるか規定されるような備品。

G.5.3 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	ラフの長さ                                                          mm　　  　          mm                                      　  　             　  　        　  　     

	リーチの長さ                                                        mm　　  　           mm

	フットの長さ                                               　　 　  mm 　                mm

	フット・メディアン                                                  mm　　  　           mm

	4分の1幅                                                          mm　　  　           mm  　　  　           

	2分の1幅                                                          mm　　  　           mm  　　  　           

	セールの本体のプライの質量                                           g/m2　　  　          -

	一次補強                                                             -　　  　            mm

	二次補強:                                                                               　　  　           

	セール・コーナー計測点から                                          - 　　  　           mm

	  回収ラインの点                                                     -　　  　            mm

	テーブリングの幅                                                     -　　  　            mm

	シームの幅                                                           -　　  　            mm


G.6 スピネーカー

G.6.1 材料

(a) プライの繊維は....で作られていること    

(b)セールの補強は....で作られていること

G.6.2 構造

(a) 構造は：ソフト・セール、シングル・プライ・セールとする

   (b) セールの本体は、全体にわたり、同じ織物のプライで作られていること。

(c)以下は許されます:

縫い合わせ、糊付け、テープ、回収用ラインのアイ、テル・テール、及び他の適用規則によって可能になるか規定されるような備品。

G.6.3 寸法

	最小 　　　　　　　　最大

	リーチの長さ                                                        mm　　  　           mm

	フットの長さ                                               　　 　  mm 　                mm

	フット・メディアン                                                  mm　　  　           mm

	対角線間の差　                                                      mm　　  　          mm

	4分の1幅                                                          mm　　  　           mm  　　  　           

	2分の1幅                                                          mm　　  　           mm  　　  　           

	セールの本体のプライの質量                                           g/m2　　  　          -

	一次補強                                                             -　　  　            mm

	最小 　　　　　　　　最大

	二次補強:                                                                               　　  　           

	セール・コーナー計測点から                                          - 　　  　           mm

	  回収ラインの点                                                     -　　  　            mm

	テーブリングの幅                                                     -　　  　            mm

	シームの幅                                                           -　　  　            mm


III章 - 付則

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

III章の規則は特定クラス規則です。計測は、この章の中で変更された場合を除きセーリング装備規に従って実行する。
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